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は し が き

視床下部下垂体機 能 は概 日リズムお よび縮 日(超 日)リ ズム を持 ち、食事 ・運

動 ・睡 眠な ど 日常生活 の リズム と相互 に影響 しあって いる.ま た年齢 ・性成 熟 と

も関係が深 い.こ の研究 は成 長ホルモ ン分泌不全患者 の成 長ホル モ ン分泌 リズム

を知 ることを 目的に事前 に調 査 を行 った ことに始 まる。 その後、本研 究費 を得 て

対象 を拡大 し、内分泌疾 患 ・中枢神経疾 患の 小児 の成 長ホルモ ン、 ゴナ ドトロ ピ

ン、 コルチ ゾル、170Hプ ロゲステ ロンの概 日リズム、縮 日リズムにつ いて検

討する ことにな った。 また、成長 の長 日リズ ムについても予備的な研 究 を進 める

ことが 出来た。 この研究 は小児の生活活動お よび成 長発達 の リズム を知 る基礎資

料にな ると考 え、事 前 に行 った研究の成績 も含 めて報 告書 を作成 した。 その概要

は以下の ごとくであ る。

1.成 長ホルモ ン,性 腺 刺 激ホルモ ンの間欠 的分泌 は幼児期か らす でに存在 し、

縮 日(超 日)リ ズム の周 期 は成 長ホルモ ンで約3時 間,性 腺刺激ホル モ ンで は約

2時 間半であった.

2.下 垂体性 小人症 では前葉 ホルモ ン複合 不全の例 では成長ホルモ ン,性 腺刺激

ホルモ ン間欠的分泌が不 明瞭 にな り,縮 日性 リズム の障害が推定 され た.こ れ に

対 し成 長ホルモ ン単 独欠 損症 では,成 長ホルモ ンの濃度がlng/ml以 下 の低値 を示

す例 にも明 らかな間欠的 分泌 があ り,縮 日リズムの周期 もほぼ3時 間 を維持 して

いた.

3.ゴ ナ ドトロ ピンの概 日性 リズムは思春期 の遥か以前か ら存在 し,前 思春期 に

いた り間欠 的分 泌の振幅増 加 によ って昼夜 の差が増幅 され ることを明 らかに した。

この概 日性 リズムは成 長 ホル モ ンの リズム とは必ず しも一致 しな いこ とをターナ

ー症候群 で確認 した.他 方,成 長 ホルモ ン分 泌障害が あると,ゴ ナ ドトロピンの

概 日性 リズムの出現 が遅 れ るので,成 長 ホル モ ンとなん らかの関係が ある と考 え

られ た.

4.テ ス トステ ロ ンに は幼児期 か ら男女 を問 わず,昼 間は低値 で深夜 に最 大にな

る概 日リズムが存在 す る。 この概 日リズム を ゴナ ド トロピンとくにLHと 比較す

る と約8時 間の位相 の遅 れが ある。幼児期 にテス トステ ロンの概 日リズムが認 め
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られなかった例 は、思春期 年齢 にな っても二 次性徴 が発現 しなか った。 テス トス

テロ ンの概 日リズム は、正常 な性成熟 を予知 する指標 にな ることを知 った。

5.治 療 中の先 天性副腎過形成 で170Hプ ロゲステロ ンの 日内 リズ ム を見 る と、

思春期前には コルチ ゾル(20㎎/㎡ 、分2～3)と フロ リネ フの併用だ けで、17

0Hプ ロゲステ ロンは24時 間 を通 じて低値 の ままに留 まるが、思春期 に入 る と

投与量 を増や しても深夜か ら早 朝 の170Hプ ロゲステ ロン上昇 を抑制す る こと

はできない。本症の コン トロール が思春期 に悪化 する原 因 はコルチ ゾル の不 足で

はな く、今後 ゴナ ドトロ ピンとの関係 を検 討する必要 があ る。

6.未 熟児 ・新 生児 の体重 増加速度 には約11日 周期 の長 日リズム があ り、 これ

は栄養摂取量、保育手技 とは独立 した 固有の リズム と考 え られた。
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